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ここにも、一つの物語。
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表１●外部評価を実施した事業16項目

名　　　　　称 担当課・室（係）

産業文化祭実行委員会補助金事業 総 務 課　行 政 室

町 有 財 産 有 効 活 用 事 業 総 務 課　財 政 室

千 年 の 学 校 事 業 企画課　まちづくり室

町 営 バ ス 運 行 管 理 事 業 企 画 課　環 境 室

社 会 福 祉 協 議 会 関 係 事 務 福 祉 課　福 祉 室

緊 急 通 報 シ ス テ ム サ ー ビ ス 事 業 福祉課　長寿介護室

廃 食 油 利 活 用 事 業 生活健康課　町民室

健 康 管 理 シ ス テ ム 委 託 事 業 生活健康課　健康室

農 業 機 械 オ ペ レ ー タ ー 事 業 産 業 課　農 業 室

全国茶品評会等各種品評会対策事業 産 業 課　農 業 室

森 林 認 証 管 理 事 務 産 業 課　林 業 室

河 川 愛 護 事 業 費 補 助 金 事 業 建設課　建設管理室

区 道 補 助 事 業 建 設 課　事 業 室

小規模事業指導・商工会活動費補助事業 商工観光課　商工交流室

小学校５年生県外体験学習事業 教育総務課　教育総務係

中 学 生 海 外 英 語 研 修 事 業 生涯学習課　生涯学習係
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平成23年10月24日、10月31日に実

施された外部評価の様子。表１

の事業について、行政改革推進委

員会の委員が、必要性や今後の方

向性などを評価した。この評価

を受け、それぞれの事業では内容

の見直しや改善が加えられる。

this month
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表２●外部評価の点検結果を一部紹介（このほかの項目は町ホームページで公開しています）

意見・感想をお待ちしています

　行政改革の取組について、皆さんの声をお待ちして

います。意見・感想など、次の方法でお寄せください。

郵送　〒428-0313　川根本町上長尾627　川根本町総

務課行政改革室あて

ファクス　（56）2235　総務課行政改革室あて

Ｅメール　soumu@town.kawanehon.shizuoka.jp

または、町ホームページの「皆様からのご意見箱」投

稿フォームからも投稿できます。

事 業 内 容
担　当　課　に　よ　る　評　価 外　部　評　価

（行政改革推進委員会）必　要　性 有　効　性 効　率　性 公　平　性

　在宅の一人暮ら
しで 6 5歳以上の
高齢者等を対象
に、通報と受信が
できる機器を設置
し、自 宅における
急病や事故等の
緊急事態に対処
できる体制を整備
する。
　緊急通報装置
を無償貸与し、緊
急時に適切な救
助・救護ができる
環境を整えること
で、高齢者等及び
その家族の不安
が解消される。

必要性が高い

一人暮らしの高齢
者の不安を軽減す
るために必要な事
業である。

一定の効果がある

利用者数は増加し
ている。緊急通報
のほか健康相談で
の活用事例もあり、
事業の効果はある。

概ね効率的である

効率的な運用に努
めているが、他の
サービスも併せた
取組が必要。

公平である

申請に基づくサー
ビス提供であり公
平であるが、利用者
負担の検討も必要。

◆通報の有無にかかわらず、シス
テムを利用すること自体が町民の
安心につながっている。近隣に協
力員を配置するなど、事業の効果
は大きい。
◆一定の年齢以上の町民について
は、無条件でサービスを提供する
ことも検討する必要がある。
◆この事業についての周知がまだ
徹底されていない。関係機関との
連携を強化し、必要とする町民が
確実にサービスを受けられる体制
を整備していくこと。
◆利用者の意識づけのためにも、
応分の自己負担は必要である。全
体的な運用方法も含め、他市町の
状況等を調査しつつ検討していく
こと。

課　題　・　問　題　点 総合的評価（執行委員会）

利用者負担なしでサービス提供を行ってきたが、近隣市町
では利用者負担があるため、検討が必要である。

一層のサービス向上、経費削減につながるよう、委託先の選
定方法等についての精査が必要である。

【継続】

引き続きサービス
の充実化を図って
いくものとする。利
用者負担について
は早急に検討する
こと。

今　後　の　方　向　性

救急搬送の要請や通報がないということが望ましいと考え
られるが、緊急時に確実に機器が使用できる仕組みづくり
に努めるとともに、より多くの独居高齢者の利用促進につ
ながるよう取り組んでいく。

事 業 内 容
担　当　課　に　よ　る　評　価 外　部　評　価

（行政改革推進委員会）必　要　性 有　効　性 効　率　性 公　平　性

　家庭から排出さ
れる使用済みの
食用油（廃食油）を
回収し、それをバ
イオディーゼル燃
料に精製し、ごみ
収集車の燃料とし
て活用する。

　廃食油を精製し
たものは、軽油の
代 替となる。この
事業は、ごみの減
量化・資源化、地球
温暖化防止の一
環として実施する
ものである。

必要性が高い

家庭から排出され
る食用油は一般廃
棄物であり、行政が
収集を行うもので
ある。

効果がある

目標を上回る回収
ができている。町
民の意識が高く、結
果に結びついてい
る。

概ね効率的である

回収に大きな経費
は要していない。
またバイオディー
ゼル燃料は、軽油に
比べて安価である。

概ね公平である

各地区に回収容器
を設置しており、公
平である。

◆100％行政が担うものではなく、
民間事業者が実施することも考え
られる。
◆スタートして間もない事業であ
り、当面は行政として町民への啓
発活動を重点的に行う必要がある。
◆廃食油売払いによる収入増、燃
料費の削減につながっており、効
果はある。
◆町民への周知方法、廃食油の回
収方法には工夫が必要である。若
年層へのアプローチ、キャンペー
ン的な取り組みも有効。
◆売払い収入を考えれば、それよ
りも低い単価で、家庭や飲食店か
ら出された廃食油を町が買い取る
といった取り組みも考えられる。

課　題　・　問　題　点 総合的評価（執行委員会）

回収容器を常時清潔に保つ策の検討、破損等への迅速な対
応が必要である。

更に回収量を増やすための方法について検討が必要である。

【継続】

廃食油回収量、バイ
オディーゼル燃料
使用量とも増加し
ており一定の成果
が上がっている。
町民等への周知を
更に強化していく
こと。

今　後　の　方　向　性

廃食油だけでなく、その他の廃棄物の再利用・活用について
も検討していく。


